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筆者の豊田先生はこの本の中で、
「一人ひとり」の関わりを社会福祉は忘れ
ている。一人ひとりがソーシャルワークの
基点である・・・、と主張されています。
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　　　　「多様性における共生、＜添いの知＞からの共生づくり」

　　　　「一人暮らしとは、＜社会的なこと＞、つまり社会的に生
　　　　活することである。その生活に不都合が生じれば、ソーシ
　　　　ャルワークの援助が必要とされる。ソーシャルワークは「
　　　　添いの知」の実践である。それは、医療現場での「科学の
　　　　知」と対抗しつつ、新たな共生の社会を導くのである。」
　　　　　（「はじめに」より）
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